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【副専攻プログラム履修に関する注意事項】 
○主専攻プログラムの授業時間割の関係で，登録した副専攻プログラムの授業科目履修が制限されることがある。 

○副専攻プログラムで開設されている授業科目も，本学共通の平均評価点（GPA）の計算対象に含まれる。 



別表

日本語教育副専攻プログラム　履修表
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８
セ
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日本語教育課程論 2 ○

日本語教授法研究 2 ○

日本語教育と文法 2 ○

日本語の音声と発音 2 ○

第二言語学習の心理 2 ○

年少者日本語教育 2 ○

日本語の構造 2 ○ 主専攻プログラムでは２セメ

日本語の文法 2 ○

言語学の理論と方法 2  ○ 主専攻プログラムでは２セメ

社会言語学 2 ○

日本語の習得と指導 2 ○

言語心理学 2 ○

日本語の表現と論理 2 ○

日本文学と文化 2 ○

日本語の語彙と意味 2 ○

比較日本文化学 2 ○

日本文化研究 2 ○

異文化接触と文化学習 2 ○

日本語文字・表記研究 2 ○

日本語技能指導論 2 ○

地域日本語教育 2 ○

言語の比較と対照研究 2 ○

語用論 2 ○  

日本語位相論 2 ○

多文化間教育論 2 ○

社会文化学 2 ○ 　

日本の近現代文学 2 ○
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〈履修上の注意〉

１．履修ｾﾒｽﾀｰの○印は標準履修ｾﾒｽﾀｰ

２．専門基礎科目については，「日本語の教育」，「日本語学習の支援」，「言語の構造」，「言語と行動」，「表現と

   文化」，「文化の理解」の６分野にわたって履修し，各分野で２単位以上を修得すること。

３．専門基礎科目を，12単位を越えて修得した場合の単位数は，専門科目の単位数として認める。
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